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3億9,459万円
・甲府地区広域行政事務組合負担金事業

・非常備消防費

・消防施設管理事業

2,400万円

867万円

・社会科副読本作成事業

・中学校語学研修事業

・ブックプレゼント事業

455万円

724万円

38万円

・道路橋梁維持事業

・河川維持事業

・景観計画策定事業

3,664万円

1,290万円

522万円

・土地改良施設等維持管理事業

・土地改良施設等基盤整備事業

3,037万円

2,773万円

・観光振興事業

・中央市3大まつり振興事業

184万円

2,470万円

・予防接種事業

・母子検診事業

・総合健診事業

・住宅用太陽光発電助成事業

・塵芥し尿処理事業

・中巨摩広域事務組合負担金事業

6,711万円

3,170万円

4,090万円

1,500万円

1億2,919万円

2億1,187万円

平成26年度上水道事業会計予算
項　　目 予算額 増減率

▲4.2％

▲82.4％

2億1,991万円

6,909万円

収益的支出

資本的支出

　市長選などの首長選を控えた自
治体が、最低限必要な経費を盛り
込んで編成する予算。例年より予
算規模は小さくなるが、選挙後の
議会において政策予算を盛り込ん
で事業化する。

※2～3ページの金額は全て1万円未満を四捨五入しています。



とこたっま決で会例定月3

3

一般会計　総額105億442万円（対前年度比5・1％減）

3月定例会が2月25日から3月12日までの16日間の会期で開催されました。
条例改正3件、平成25年度補正予算8件、平成26年度予算11件、請願1件、
その他2件、意見書1件が提案され、審議されました。

・自治振興事業

・行政事務電算化事業

・生活バス路線維持事業

3,305万円

2億2,674万円

1億円

・臨時福祉給付金支給事業

・子育て世帯臨時特例給付金支給事業

・重度心身障害者医療費助成事業

・子ども医療費助成金支給事業　

6,081万円

4,376万円

1億5,904万円

1億2,433万円

総額66億9,194万円（対前年度比4.3％減）
平成26年度特別会計予算

会計名 予算額 増減率

4.4％

5.8％

4.1％

3.9％

▲23.1%

▲32.2％

▲11.6％

▲9.3％

▲8.3％

▲4.3％

32億9,148万円

2億746万円

17億8,826万円

2,715万円

1億5,605万円

9億1,764万円

2億3,613万円

5,215万円

1,562万円

66億9,194万円

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

田富よし原処理センター事業特別会計

工業用地整備事業特別会計

合　　計

新入生へ本のプレゼント（ブックプレゼント事業）
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大雪により倒壊したビニールハウス（藤巻地区）
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一般会計補正予算（第6号）
雪害緊急対策事業など総額6億4,555万円を追加補正

～おもな補正内容～

・国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
総額32億2,720万円
（207万円を減額）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）
総額2億2,902万円
（600万円を減額）

・下水道事業特別会計補正予算（第4号）
総額12億8,840万円
（6,467万円を減額）

・工業用地整備事業特別会計補正予算（第2号）
総額1,684万円

（24万円を減額）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号） 歳入財源の組み替え

平成25年度補正予算（追加）

・地方交付税

・災害等廃棄物処理事業費補助金

・社会資本整備総合交付金

・学校施設環境改善交付金

・雪害緊急対策事業費補助金

・農業基盤整備費補助金

・合併特例事業債

6,425万円

139万円

1,540万円

9,260万円

1億7,792万円

1,374万円

2億7,650万円

歳　入

292万円

2億918万円

3,240万円

3,216万円

3億9,239万円

・災害等廃棄物処理事業

・雪害緊急対策事業

・土地改良施設等基盤整備事業

・橋梁長寿命化修繕事業

・田富南小学校施設整備事業

歳　出

下水道事業特別会計補正予算（第5号）

総額12億5,680万円
（3,160万円を減額）

特別会計の補正内容

※4ページの金額は全て1万円未満を四捨五入しています。
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行財政改革の一環として、広場管理事務所の職員配置を見直し、人件費の抑制や職員数の削減を図
るため、条例を改正しました。

中央市玉穂ふるさとふれあい広場条例の改正 施行期日　平成26年4月1日

都市計画法に基づく開発行為に関する事務の一部が山梨県から移譲されたことおよび消費税法等の
一部改正に伴い、消費税率が引き上げられることから、条例を改正しました。

中央市手数料条例の改正 施行期日　平成26年4月1日

地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の
施行による社会教育法の一部改正に伴い、社会教育委員の委嘱の基準に関し、条例を定めました。

中央市社会教育委員に関する条例の改正 施行期日　平成26年4月1日

中央市内において発生した3件の瑕疵による事故
について和解し、損害賠償の額を定めるため、
専決処分を行いました。

和解および損害賠償額の決定

　中央市道の道路台帳補修正に伴い、これらに
関する市道を廃止しました。
・その他路線　114路線（今回は田富地区のみ）

道路線廃止

　中央市道の道路台帳統合整備事業に伴い、こ
れらに関する市道を変更しました。
・1級路線　1路線
・その他路線　2路線

道路線変更

　特定秘密保護法撤廃を求める意見書の提出を求める請願は、付託先の総務教育常任委員会では、
「内容一つ一つをとらえると見解が違うのではないかと思われる」などの意見がありました。継
続審査を望む意見もありましたが、採決を求める意見が多数を占めたため、採決を行った結果、
不採択とすべきものとしました。
　しかし、3月12日の本会議での委員長報告の後、継続審査すべきとの動議が出され、賛成10、反
対5の賛成多数で継続審査としました。

請願第1号

　特定秘密保護法は、本当に秘密にする必要があるのかどうか、チェック体制があやふやで、国
民の知る権利がおろそかにされる恐れがあり、憲法で保障されている「国民の権利」「基本的人
権」「平和主義」「地方自治」の基本原則にかかわる重要な問題です。市民の関心が高く重要な
案件で、十分な議論と審査が必要との立場から、この請願は継続審査とすべきと考えます。

動　議



とこたっま決で会例定月3

雪の重みで押し潰されたビニールハウス（成島地区）

　2月14日から15日にかけて、観測史上最大
を記録するという積雪量114センチの豪雪に
見舞われ、住宅、物置、カーポート等の損壊、
また、公共施設の損壊等多数の被害が報告さ
れました。
　特に市内のビニールハウスなどの農業施設
では甚大な被害を受け、産業土木常任委員会
では、雪害の状況を確認するため2月21日に
現地を視察し、被害にあわれた農家の方々の
話を直接伺いました。
　これにより議会では、雪害に対する支援と
財政措置を講ずることを要望するため、国及
び県に対し、意見書を提出しました。

●提出議員　小池章治
●賛成議員　小池満男　　木下友貴　　名執義　　　小沢　治
●要旨
　2月14日から15日にかけて県内を襲った観測史上最大の豪雪は、気象情報をはるかに超
える積雪をもたらし、市内全域に甚大な影響を及ぼした。
　住宅の一部倒壊、物置やカーポート等の損壊、学校、保育園、市営住宅等公共施設の
一部損壊等多数の被害が報告され、特に深刻な農業施設の状況では、本市農業の根幹を
支える温室栽培施設や畜産施設の多くが壊滅的な被害にさらされた。
　倒壊したビニールハウスの撤去だけを例にとっても、相当の経費、人的労力を要し、
復旧資材の供給不足も懸念される。さらに被災農家には、今後の農業経営自体や産地と
しての維持存続を危ぶむ声も出始めている。
　これらの対応は、市単独での支援は到底困難であり、国及び県に本市の深刻な状況を
認識され、格段、かつ迅速な支援と財政措置を講ずることを強く要望し、意見書を提出
する。

■提出先
　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　内閣官房長官　農林水産大臣
　国土交通大臣　内閣府特命担当大臣（防災対策）
　山梨県知事

平成26年2月の記録的豪雪災害に対する迅速な対策支援及び
財政措置を求める意見書 2月25日可決　議会から国・県へ提出

意見書の提出
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平成
25
年度
補正
予算

平成
26
年度
当初
予算

平成26年3月定例会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

条例
改正

可
決○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○意見書

その他

・中央市玉穂ふるさとふれあい広場条例中改正の件

・中央市手数料条例中改正の件

・中央市社会教育委員に関する条例中改正の件

・一般会計補正予算（第5号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）

・下水道事業特別会計補正予算（第4号）

・一般会計補正予算（第6号）

・下水道事業特別会計補正予算（第5号）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）

・工業用地整備事業特別会計補正予算（第2号）

・一般会計予算

・国民健康保険特別会計予算

・後期高齢者医療特別会計予算

・介護保険特別会計予算

・地域包括支援センター特別会計予算

・簡易水道事業特別会計予算

・下水道事業特別会計予算

・農業集落排水事業特別会計予算

・田富よし原処理センター事業特別会計予算

・工業用地整備事業特別会計予算

・上水道事業会計予算

・市道路線変更の件

・平成26年2月の記録的豪雪災害に対する迅速な
　対策支援及び財政措置を求める意見書

・市道路線廃止の件

※斜線部分は辞職により採決には加わっておりません。



食物アレルギー対応に改修された調理室（玉穂保育園）

針方政施の長市
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中
央
市
長

田
中
久
雄

環
境
基
本
計
画
・

後
期
計
画

豊
富
地
区
の

可
燃
物
処
理

地
域
医
療
救
護
体
制

整
備
事
業

保
育
園
関
係
の

整
備
状
況

各
施
策
の
進
行
状
況

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

環
境
影
響
評
価
準
備
書

に
対
す
る
本
市
の
意
見

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係

　
「
快
適
で
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
生
活
文
化
都
市
」
を
目

指
し
て
策
定
し
た
環
境
基
本

計
画
を
、
社
会
経
済
状
況
の

変
化
を
踏
ま
え
て
見
直
し
、

26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

5
年
間
の
方
向
性
を
示
す
「
後

期
計
画
」
の
素
案
を
環
境
審

議
会
で
ご
検
討
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
青
木
が
原
ご
み
処
理
組
合

か
ら
の
脱
退
に
伴
い
、
26
年

度
か
ら
は
、
埼
玉
県
の
処
理

施
設
へ
搬
出
し
、
溶
解
化
処

理
を
図
り
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
用

の
調
理
室
の
工
事
を
玉
穂
保

育
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。
26

年
度
か
ら
は
玉
穂
保
育
園
に

通
園
し
て
い
た
だ
き
、
事
故

の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

田
富
第
一
保
育
園
大
規
模
改

修
工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、

8
月
に
は
予
定
ど
お
り
整
備

が
整
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
軽
症
患

者
に
対
す
る
処
置
と
、
中
程

度
か
ら
重
度
の
患
者
が
医
療

機
関
に
収
容
さ
れ
る
ま
で
の

初
期
救
急
医
療
に
相
当
す
る

応
急
処
置
を
す
る
医
療
救
護

所
の
体
制
整
備
を
め
ざ
し
、

「
救
護
所
設
置
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
、
中
巨
摩

医
師
会
と
連
携
の
も
と
、
救

急
セ
ッ
ト
や
備
蓄
倉
庫
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
た
め
の

資
機
材
の
整
備
等
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
山
梨
県
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整

備
検
討
委
員
会
で
は
、
周
辺

地
区
に
導
入
す
る
機
能
の
整

備
方
針
、
規
模
の
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
の
意
見
と

し
て
、
住
環
境
の
確
保
を
大

前
提
と
し
た
整
備
を
要
望
し
、

今
後
も
本
市
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
任
務

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用
推
進

懇
話
会
で
は
「
駅
周
辺
整
備

検
討
委
員
会
」
の
報
告
や
、

本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
基
に
、
リ
ニ
ア
効

果
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
準
備
書
に
対

す
る
本
市
の
意
見
と
し
て
、

田
富
北
小
学
校
移
転
に
伴
う

安
全
対
策
や
騒
音
・
振
動
・

磁
界
の
数
値
の
把
握
、
地
下

水
源
の
影
響
に
対
す
る
専
門

的
見
解
の
提
示
、
日
照
阻
害
、

農
作
物
に
対
す
る
影
響
、
住

民
へ
の
説
明
と
迅
速
な
対
応

な
ど
を
知
事
あ
て
に
要
望
し

ま
し
た
。
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環境保全、継続調査を要望

リニア中央新幹線は

小池　満男 議員

小
池
議
員
　
①
田
富
北
小
学

校
の
移
転
検
討
委
員
会
立
ち

上
げ
は
。

②
市
独
自
の
、
園
児
・
児
童

の
健
康
影
響
調
査
は
。

③
駅
周
辺
地
区
の
範
囲
は
。

市
長
　
②
Ｊ
Ｒ
東
海
に
各
種

調
査
の
継
続
を
要
請
す
る
と

と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

③
駅
中
心
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
。
東
西
の
範
囲
も
示

さ
れ
な
か
っ
た
。

教
育
長
　
①
工
事
実
施
計
画

の
認
可
後
に
検
討
す
る
。

小
池
議
員
　
①
税
金
等
の
収

納
率
向
上
対
策
は
。
12
月
の

滞
納
整
理
強
化
月
間
の
成
果

は
。

②
納
付
約
束
と
成
果
は
。

③
納
付
相
談
窓
口
の
状
況
は
。

市
長
　
①
全
職
員
が
臨
戸
訪

問
、
電
話
催
告
を
実
施
。

市
民
部
長
　
①
徴
収
件
数
98

件
、
約
2
3
4
万
円
。

②
現
年
度
徴
収
98
件
、
約

2
3
4
万
円
。
約
束
を
取
り
、

後
日
の
納
付
が
51
件
、
約

1
4
4
万
円
。

③
時
間
内
の
相
談
が
83
件
、

休
日
・
時
間
外
が
14
件
。

小
池
議
員
　
①
健
康
長
寿
を

目
指
し
、
公
園
の
芝
生
化
は
。

②
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
は
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
。

市
長
　
①
維
持
管
理
等
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
組
織
や

団
体
が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

教
育
長
　
②
検
査
対
象
は
、

給
食
に
携
わ
る
栄
養
士
、
調

理
員
、
配
膳
運
転
手
の
合
計

37
人
。
児
童
・
生
徒
へ
の
指

導
、
家
庭
で
の
健
康
観
察
を

お
願
い
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
3

回
実
施
す
る
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
蔓
延
防
止
に
努
め
る
。

木
下
議
員
　
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
は
公
表
す
べ
き
で
な
い

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
の
序
列
化
、

地
域
間
競
争
の
激
化
を
生
じ

さ
せ
な
い
こ
と
を
基
本
に
、

教
育
上
の
効
果
や
影
響
に
つ

い
て
配
慮
し
、
慎
重
に
検
討

す
る
。

木
下
議
員
　
①
雇
用
・
労
働

の
実
態
は
。

②
雇
用
・
労
働
の
相
談
窓
口

設
置
は
。

市
長
　
①
12
月
、
本
市
の
有

効
求
職
者
数
は
6
4
3
人
、

求
人
数
は
4
2
9
人
、
求
人

倍
率
は
0
・
67
％
と
厳
し
い
。

②
連
携
を
深
め
る
必
要
は
あ

る
が
、
本
来
、
国
の
事
務
で

あ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
の

相
談
が
効
率
的
。

木
下
議
員
　
①
中
央
市
の
生

活
保
護
の
現
状
は
。

②
基
準
額
引
き
下
げ
に
よ
る

影
響
と
対
策
は
。

③
親
族
の
扶
養
義
務
は
。

市
長
　
②
国
の
「
影
響
が
及

ば
な
い
対
応
」
方
針
を
注
視

し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
1
世
帯

平
均
で
、
8
月
分
は
6
3
0

円
、
期
末
一
時
扶
助
費
は
2
、

6
5
0
円
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

③
扶
養
義
務
は
保
護
に
優
先

す
る
。
要
件
と
は
異
な
る
。

木
下
議
員
　
①
災
害
救
助
法

の
申
請
は
。

②
県
へ
の
支
援
要
請
は
。

③
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

④
住
宅
・
車
庫
被
害
へ
の
支

援
は
。

総
務
部
長
　
①
孤
立
や
住
宅

全
半
壊
が
な
か
っ
た
た
め
申

請
は
行
わ
な
か
っ
た
。

②
重
機
燃
料
は
市
と
し
て
確

保
し
て
い
た
。
重
機
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
要
望
を
1
件
行
っ

た
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
無

線
を
活
用
し
た
。
ツ
イ
ッ
タ

ー
等
の
活
用
は
、
今
後
検
討

す
る
。

④
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

検
討
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
小
池
満
男
議
員

▼
名
執
義
　
議
員

小
池
議
員
　
①
市
独
自
の
雪

害
対
策
は
。

②
今
後
の
雪
害
、
災
害
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

市
長
　
①
国
・
県
・
農
協
と

連
携
し
、
倒
壊
ハ
ウ
ス
の
撤

去
、
再
建
に
最
大
限
の
支
援

を
図
っ
て
い
く
。

総
務
部
長
　
②
地
域
防
災
計

画
改
訂
も
含
め
防
災
対
策
に

力
を
注
ぐ
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員

▼
田
中
輝
美
議
員

指
導
の
改
善
が
目
的

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は

議
員

木
下
　
友
貴
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子宮頸がん・乳がん無料クーポン券

議
員

設
楽
　
愛
子

27
年
度
以
降
は
検
討

太
陽
光
発
電
設
置
へ
の
補
助
は

設
楽
議
員
　
家
庭
用
太
陽
光

発
電
設
置
補
助
の
今
年
度
目

標
は
。
今
後
の
申
請
予
測
と

最
終
目
標
は
。

市
長
　
今
年
度
は
1
0
0
件

を
予
定
し
た
。
新
年
度
も

1
0
0
件
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
5
5
0

件
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

設
楽
議
員
　
①
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

の
取
り
組
み
は
。
20
歳
の
受

診
率
向
上
策
は
。

②
総
合
健
診
の
際
の
託
児
サ

ー
ビ
ス
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
①
過
去
の

未
受
診
者
に
再
度
ク
ー
ポ
ン

を
配
付
し
、
国
の
要
綱
に
基

づ
き
、
事
業
を
展
開
す
る
予

定
。
23
年
、
24
年
度
に
は
山

梨
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
と

提
携
し
、
女
性
医
師
に
よ
る

健
診
も
実
施
し
た
。
ま
た
、

成
人
式
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
受
診
を
勧
奨
し
て

い
る
。

②
希
望
者
に
は
応
じ
た
い
。

広
報
等
で
周
知
す
る
。

設
楽
議
員
　
「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
、「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
」
申
請
手
続
き

等
の
対
策
は
。

市
長
　
関
係
す
る
部
署
す
べ

て
が
応
援
体
制
を
と
り
、
取

り
組
む
よ
う
指
示
。
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】
保
坂
武
議
員

障
が
い
の
あ
る
児
童
受
け
入
れ
に
伴
う
専
任
教
員
の
配
置
は

▼
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場
条
例

　
中
改
正

〈
管
財
課
〉

問
　
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場
管

理
事
務
所
に
職
員
を
配
置
し
な
い
場
合
、

利
用
者
の
今
後
の
対
応
は
。

答
　
使
用
許
可
は
教
育
委
員
会
、
管
理

は
管
財
課
で
行
っ
て
い
る
。
当
初
か
ら

管
理
棟
は
一
般
開
放
し
て
い
な
い
。
昨

年
4
月
よ
り
試
行
的
に
職
員
が
い
な
い

が
、
ト
イ
レ
も
広
場
内
に
あ
り
何
ら
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
5
号
）

〈
危
機
管
理
室
〉

問
　
防
災
諸
費
の
需
用
費
に
は
、
自
治

会
の
資
機
材
も
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
市
の
資
機
材
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

〈
教
育
総
務
課
〉

問
　
障
が
い
の
あ
る
児
童
受
け
入
れ
に

伴
う
専
任
教
員
の
配
置
は
。

答
　
教
員
は
県
負
担
で
、
基
本
的
に
児

童
8
人
に
1
人
の
配
置
だ
が
、
現
状
は

5
人
に
1
人
を
配
置
。
加
配
が
必
要
だ

と
市
単
独
の
配
置
と
な
る
。
ま
た
、
外

国
籍
児
童
生
徒
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通

訳
3
人
も
市
単
配
置
。
児
童
の
受
け
入

れ
に
は
、
児
童
に
あ
っ
た
教
材
の
準
備
、

施
設
の
改
修
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

問
　
普
通
の
児
童
と
同
じ
よ
う
な
対
応

を
望
む
。

答
　
で
き
る
限
り
対
応
す
る
。

問
　
県
外
、
国
外
大
会
へ
の
出
場
補
助

は
。

答
　
学
校
行
事
の
大
会
は
教
育
総
務
課

で
、
学
校
以
外
の
ス
ポ
少
な
ど
の
大
会

は
生
涯
教
育
課
で
対
応
。
補
助
は
助
成

基
準
に
よ
り
対
応
。

玉穂ふるさとふれあい広場管理事務所
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学
童
保
育
補
助
金
の
実
績
減
の
理
由
は

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
で
施
工
中
止
の
理
由
と
来
年
度
の
施
工
予
定
は

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
5
号
）

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
　
欠
員
と
な
っ
て
い
る
田
富
第

3
保
育
園
の
保
育
士
の
状
況
は
。

答
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募

集
し
て
い
る
が
、
応
募
が
な
い
。

問
　
保
育
士
の
欠
員
の
ほ
か
、
年

度
末
に
退
職
す
る
保
育
士
に
か
か

る
補
充
は
。

答
　
年
度
途
中
の
補
充
は
難
し
く
、

新
年
度
で
対
応
見
込
み
。

問
　
学
童
保
育
補
助
金
の
、
実
績

減
の
理
由
は
。

答
　
定
員
を
も
と
に
見
込
ん
だ
が
、

3
施
設
で
補
助
基
準
よ
り
下
が
っ

た
た
め
。

問
　
補
助
基
準
が
下
が
っ
た
の
は
、

利
用
者
の
減
少
に
よ
る
も
の
か
。

答
　
1
日
当
た
り
の
平
均
利
用
人

数
を
も
と
に
交
付
さ
れ
る
。
本
年

度
の
1
日
当
た
り
平
均
利
用
人
数

を
見
込
ん
だ
結
果
減
で
あ
っ
た
。

〈
健
康
推
進
課
〉

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
来
年
度
見
込
み
は
。

答
　
予
防
接
種
審
議
会
で
、
来
年

度
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
積
極
的
勧

奨
は
し
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
減
少

が
予
測
さ
れ
る
。

問
　
予
算
不
足
な
ど
で
、
人
間
ド

ッ
ク
の
申
し
込
み
か
ら
漏
れ
る
ケ

ー
ス
は
。

答
　
期
日
内
の
申
込
者
は
す
べ
て

受
診
。
申
し
込
み
後
、
申
込
者
の

都
合
で
未
受
診
の
ケ
ー
ス
は
あ
る
。

問
　
成
人
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
事
業
は
、
来
年
度
も
継
続
す
る

の
か
。
助
成
件
数
が
少
な
い
実
態

は
。

答
　
医
療
機
関
で
接
種
前
に
抗
体

検
査
を
行
う
た
め
、
受
診
者
の
実

態
は
把
握
で
き
な
い
。
助
成
は
単

年
事
業
で
継
続
し
な
い
が
、
国
で

は
抗
体
検
査
費
用
の
補
助
対
象
を

検
討
し
て
い
る
。

▼
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
5
号
）

〈
建
設
課
〉

問
　
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
で
、

施
工
中
止
に
な
っ
た
理
由
は
。
ま

た
、
来
年
度
の
施
工
予
定
は
。

答
　
施
工
箇
所
は
中
央
道
側
道
の

市
道
3
0
5
1
号
線
。
隣
接
地
の

生
コ
ン
工
場
建
設
で
大
型
車
両
等

の
出
入
り
が
多
く
、
建
設
反
対
の

方
々
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
な
い
た

め
中
止
。
来
年
度
で
の
施
工
は
考

え
て
い
な
い
。

〈
農
政
課
〉

問
　
ス
ー
パ
ー
Ｌ
の
事
業
内
容
は
。

答
　
認
定
農
業
者
に
対
し
て
資
金

を
貸
し
付
け
、
そ
の
利
子
を
県
と

市
が
負
担
す
る
事
業
。

〈
商
工
観
光
課
〉

問
　
観
光
振
興
計
画
策
定
金
額
と

内
容
は
。

答
　
委
託
費
3
0
0
万
円
を
計
上
。

計
画
内
容
は
第
1
期
が
24
年
度
で

終
了
し
、
集
客
目
標
や
観
光
施
設

の
紹
介
な
ど
が
主
な
内
容
。
第
2

期
は
策
定
中
。

答
　
市
民
や
専
門
家
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
業
務
委
託
か
ら
自

主
策
定
に
変
更
。
印
刷
製
本
は
業

者
委
託
。

問
　
県
外
在
住
者
か
ら
市
に
対
す

る
意
見
を
聴
取
し
、
計
画
に
反
映

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
現
在
、
県
外
観
光
客
が
多
い

「
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
」
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
計
画
に
反
映
す
る
。

問
　
県
外
在
住
の
本
市
出
身
者
を

活
用
し
、
ど
の
よ
う
に
意
見
を
聴

取
す
る
か
、
そ
の
手
法
の
検
討
を
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
者
の
意
見
や

「
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
」
に
訪

れ
る
県
外
者
の
意
見
を
反
映
し
て

い
く
。

学童保育の様子

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
箱（
シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
）
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改修が進んでいる東花輪川

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

〈
危
機
管
理
室
〉

問
　
被
害
者
支
援
対
策
費
の
事
業

内
容
は
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
支
援
と
の
関
連
は
。

答
　
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
山
梨

に
対
し
、
本
市
負
担
金
を
支
払
う

内
容
。
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
山

梨
は
、
犯
罪
被
害
を
受
け
た
人
の

支
援
に
設
立
し
た
組
織
で
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
を
目
的

と
し
て
い
な
い
。

問
　
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
減

額
理
由
。
平
成
25
年
度
の
実
績
は
。

答
　
新
た
な
加
盟
店
に
伴
う
書
類

等
の
修
正
に
か
か
る
予
算
で
事
業

の
縮
小
で
は
な
い
。
25
年
度
の
消

防
団
員
自
動
車
免
許
取
得
補
助
金

で
1
人
が
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
の

限
定
を
解
除
し
、
2
人
が
自
動
二

輪
免
許
を
取
得
し
た
。

〈
環
境
課
〉

問
　
塵
芥
し
尿
処
理
費
の
減
額
内

容
は
。

答
　
前
年
度
は
青
木
が
原
ご
み
処

理
組
合
脱
退
で
、
豊
富
地
区
の
ご

み
積
込
施
設
建
設
費
1
、
5
0
0

万
円
と
、
設
計
委
託
料
等
も
計
上

さ
れ
て
い
た
。
今
年
度
は
一
部
委

託
料
が
増
え
た
が
、
全
体
と
し
て

5
0
1
万
5
千
円
の
減
と
な
っ
た
。

〈
税
務
課
〉

問
　
法
人
税
の
増
収
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
高
部
工
業
用
地
の
企
業

誘
致
や
、
国
母
工
業
団
地
へ
の
入

居
計
画
な
ど
を
反
映
し
た
も
の
か
。

答
　
高
部
工
業
用
地
の
入
居
は
考

慮
し
て
い
な
い
。
国
母
工
業
団
地

入
居
予
定
企
業
も
、
現
在
あ
る
企

業
が
閉
鎖
し
、
そ
の
あ
と
建
物
の

一
部
改
修
や
耐
震
補
強
で
使
う
こ

と
は
新
聞
等
で
聞
い
て
い
る
。
事

前
に
清
算
に
伴
う
税
相
談
等
も
受

け
話
も
伺
っ
て
い
る
。
改
築
す
る

と
評
価
も
変
わ
る
が
、
基
本
的
に

現
状
の
建
物
等
を
使
う
の
で
、
固

定
資
産
税
は
変
わ
ら
な
い
。
法
人

税
収
入
は
加
味
し
て
い
な
い
。

〈
福
祉
課
〉

問
　
生
活
困
窮
者
支
援
対
策
事
業
の
、

25
年
度
就
労
支
援
実
績
は
。

答
　
昨
年
4
月
か
ら
専
門
員
を
配

置
し
就
労
を
支
援
。
3
月
現
在
で

48
人
を
支
援
し
、
35
人
が
職
に
就

い
た
。
今
後
も
対
象
者
増
の
予
測

だ
が
引
き
続
き
支
援
す
る
。

〈
建
設
課
〉

問
　
地
籍
調
査
を
早
め
る
考
え
は
。

道
路
用
地
の
未
登
記
箇
所
が
あ
る
が
、

調
査
を
前
倒
し
す
る
考
え
は
。

答
　
今
年
度
は
宇
坪
川
の
改
修
を

優
先
し
、
新
町
第
1
、
第
2
を
メ

イ
ン
に
調
査
。
ま
た
、
今
年
の
調

査
は
筆
界
未
定
な
ど
境
界
の
未
定

箇
所
の
再
調
査
。
予
算
確
保
で
き

れ
ば
調
査
を
拡
大
す
る
。
道
路
の

未
登
記
は
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
対

応
す
る
。

〈
農
政
課
〉

問
　
東
花
輪
川
改
修
で
、
東
花
輪

地
区
の
終
了
年
度
は
。
臼
井
排
水

路
の
改
修
終
了
予
定
年
度
は
。

答
　
東
花
輪
川
改
修
は
27
年
度
の

改
修
予
定
。
臼
井
排
水
路
は
26
年

度
か
ら
事
業
を
実
施
、
そ
の
後
5

年
間
の
継
続
事
業
の
計
画
。

消防団員サポート店募集のチラシ
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〈
教
育
総
務
課
〉

問
　
社
会
科
副
読
本
改
定
の
具
体

的
内
容
は
。
す
べ
て
電
子
ブ
ッ
ク

で
作
成
す
る
の
か
。

答
　
旧
3
町
村
毎
に
作
成
し
て
い

た
が
、
こ
の
改
定
で
1
冊
に
す
る
。

内
容
は
旧
3
町
村
の
特
色
を
ま
と

め
た
も
の
。
児
童
に
配
布
す
る
副

読
本
は
紙
ベ
ー
ス
で
作
成
、
電
子

ブ
ッ
ク
は
電
子
黒
板
を
使
用
し
て

説
明
す
る
授
業
用
と
し
て
作
成
す
る
。

▼
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計
予
算

〈
保
険
課
〉

問
　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
者
見

込
み
総
人
数
は
。
目
標
数
値
は
。

答
　
集
団
検
診
は
1
、
3
2
2
人
、

人
間
ド
ッ
ク
は
1
、
5
6
4
人
の

見
込
み
。
特
定
健
康
審
査
の
目
標

は
24
年
度
が
44
・
9
％
、
こ
こ
数

年
2
％
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
。
本

年
度
は
47
％
が
目
標
。

▼
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会

　
計
予
算

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機

者
の
状
況
は
。
ま
た
、
市
内
の
1

施
設
が
閉
鎖
に
な
っ
た
影
響
は
。

答
　
閉
鎖
施
設
は
地
域
密
着
型
施

設
で
、
利
用
者
は
市
と
ケ
ア
マ
ネ

で
支
障
が
な
い
よ
う
対
応
し
た
。

地
域
密
着
型
施
設
が
一
つ
閉
鎖
さ
れ
、

そ
の
分
給
付
費
は
減
っ
て
い
る
。

反
面
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
増
加
。

特
に
大
き
な
混
乱
は
な
い
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
は
、
3

ケ
タ
の
待
機
者
が
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

 
2
月
14
日
か
ら
の
大
雪
で
中

央
市
を
は
じ
め
山
梨
県
各
地
に

お
い
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
1
2
0
年
ぶ
り
、

1
1
4
ｃ
ｍ
の
積
雪
を
記
録
し
、

特
に
農
業
施
設
等
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

 
そ
ん
な
中
、
当
委
員
会
は
市

内
の
小
・
中
学
校
の
被
害
状
況

の
報
告
を
受
け
、
ま
ず
は
児
童
・

生
徒
が
無
事
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
側

は
安
全
の
た
め
、
2
日
間
の
休

校
、
3
日
間
は
登
校
時
間
を
遅

ら
せ
る
措
置
を
と
り
ま
し
た
。

 
小
中
学
校
の
大
雪
に
よ
る
被

害
は
、
8
校
中
7
校
が
な
ん
ら

か
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
3

月
10
日
の
予
算
特
別
委
員
会
の

後
、
全
委
員
会
合
同
に
よ
る
現

地
視
察
を
実
施
し
、
そ
の
中
で

田
富
小
学
校
の
体
育
館
の
被
害

状
況
を
確
認
。
体
育
館
東
側
入

り
口
ひ
さ
し
全
体
（
19
平
方
メ

ー
ト
ル
）
が
、
雪
の
重
み
等
に

よ
り
下
に
曲
が
っ
て
お
り
、
出

入
り
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

 
ほ
か
に
は
田
富
地
区
の
小
中

学
校
で
、
雨
ど
い
損
壊
、
駐
輪

場
の
一
部
損
壊
、
玉
穂
地
区
で

は
体
育
館
渡
り
廊
下
屋
根
破
損
、

豊
富
地
区
で
は
プ
ー
ル
日
よ
け

が
2
カ
所
倒
壊
な
ど
の
被
害
が

あ
り
、
合
計
11
カ
所
の
被
害
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
可

能
な
限
り
雪
害
の
減
災
対
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

編集中の社会科副読本

大雪により被害を受けた体育館の日差し（田富小）
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青
木
ヶ
原
ご
み
処
理
組
合
か
ら
本
市

が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
最
終
処
分

場
の
搬
出
先
、
埼
玉
県
・
オ
リ
ッ
ク
ス

資
源
循
環
㈱
へ
の
一
時
的
な
積
み
替
え

施
設
を
視
察
し
た
。
設
置
期
間
は
平
成

26
年
〜
28
年
と
し
、
計
画
所
在
地
、
関

原
字
浜
井
場
で
、
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車
の

コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
パ
ッ
カ
ー
車
か

ら
ご
み
を
積
み
替
え
る
方
法
で
あ
る
。

 
同
時
に
、
田
富
第
一
保
育
園
大
規
模

改
修
工
事
を
視
察
し
た
。
竣
工
昭
和
53

年
、
築
35
年
経
過
し
た
た
め
、
老
朽
化

施
設
の
改
修
で
あ
る
。
工
事
内
容
は
屋

上
防
水
全
面
改
修
、
外
壁
塗
装
全
面
改

修
、
内
部
間
仕
切
り
改
修
な
ど
で
あ
り
、

平
成
26
年
7
月
31
日
に
終
わ
る
予
定
で
、

工
事
は
順
調
に
進
行
し
て
い
た
。

 
2
月
8
日
の
記
録
的
な
大
雪
に

続
き
、
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て

の
観
測
史
上
最
多
を
記
録
す
る
と

い
う
積
雪
量
1
1
4
セ
ン
チ
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
市
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

 
今
回
の
雪
害
で
大
き
な
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

 
産
業
土
木
常
任
委
員
会
で
は
、

大
量
の
積
雪
に
よ
り
、
本
市
の
主

力
産
業
で
あ
る
農
業
に
も
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
の
情
報

を
も
と
に
、
2
月
21
日
に
倒
壊
し

た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

被
害
が
大
き
く
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、

被
災
農
家
は
、
そ
の
惨
状
に
な
す

術
も
な
く
傍
観
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
市
単
独
で
の
支
援
は
困
難

で
あ
り
、
委
員
全
員
が
議
会
と
し

て
も
対
応
す
べ
き
だ
と
の
意
見
か
ら
、

急
き
ょ
2
月
25
日
か
ら
始
ま
る
3

月
定
例
議
会
開
会
日
に
、
国
・
県

に
対
し
豪
雪
災
害
に
対
す
る
迅
速

な
対
応
支
援
お
よ
び
財
政
措
置
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
運
び

と
な
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
復
興
に
よ
り
、
産
地
と
し

て
の
維
持
存
続
と
更
な
る
伸
展
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。被害にあわれた農家の方から状況を聞く（鍛冶新居地区）

ごみ積み替え施設（関原地区）田富第１保育園大規模改修



かほ定予の会議

15

消防団出初式
役職員新年互礼会
成人式
議会広報編集委員会
議会運営委員会
リニア活用推進懇話会
議会広報編集委員会、水道審議会

5日
6日
12日
14日
23日
24日
31日

1月
議会改革先進地視察研修
議会改革先進地視察研修
第1回定例会開会

22日
23日
25日

リニア中央新幹線甲府駅西部沿線地域活性
化対策協議会
一般質問通告調整会議
2市1町正副議長・事務局会議
山梨県市議会議長会議員合同研修会（後期）
リニア活用策検討部会
議会運営委員会
民生委員推薦会
健康づくり推進協議会、後期高齢者医療広域
連合会定例会

3日

5日
7日
13日
13日
18日
20日
21日

2月

12日
13日
19日
20日

25日

26日

27日
28日

市立中学校卒業式、第1回定例会閉会
3大まつり実行委員会
消防団車両貸与式
市立小学校卒業式、西日向外三山恩賜県有財産
保護組合議会定例会、大畠山外七字恩賜県有財
産保護組合議会定例会
リニア活用推進懇話会、甲府地区広域行政事務
組合議会定例会
東八代広域事務組合議会定例会、景観計画策定
委員会
市立保育園卒園式、三郡衛生組合第１回定例会
中巨摩広域組合議会3月定例会

3月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

6月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。

午前10時

午前10時

午前10時

午前9時30分

開　会
一般質問
一般質問
総務教育常任委員会

（火）

（木）

（金）

（月）

10日

12日

13日

16日

午前9時30分

午前9時30分

午前10時

厚生常任委員会
産業土木常任委員会
閉　会

（火）

（水）

（金）

17日

18日

20日

平成26年3月23日に行われた中央市議会議員補欠選挙で、3人の新議員が選ばれました。

斉藤雅浩議員
（産業土木常任委員会）

金丸俊明議員
（総務教育常任委員会）

宮川弘也議員
（厚生常任委員会）



〒
4
0
9
-3
8
9
2
 

山
梨
県
中
央
市
臼
井
阿
原
3
0
1
-1

0
5
5
-2
7
4
-8
5
1
6

16

西花輪第2

中村　義弘

のんびり田舎の年金生活

　昭和49年に転勤で来たこの地に、終の棲家（つ
いのすみか）にしようと家を建てたが、翌年に
は東京へ転勤となり、仕事を終えた60歳の時に
戻ってきた。
　地元の人たちとの交流がほとんどできていな
かったので、早く溶け込みたいと考え、囲碁・
絵画・ゴルフ・社交ダンス等のサークル活動に
参加し、今も楽しんでいる。
　庭の一角に作った約十坪ほどの菜園で野菜を
育て、カキ・ミカン・キウイ等を収穫し、庭木
と四季折々の草花の手入れ、今年は大雪で大変
でしたが、今は庭で山茶花・梅・福寿草・クロ
ッカス・リュウキンカ・水仙が咲いている。
　朝は花や菜園を見ながらコーヒーを飲むのを
日課とし、自分で作った野菜や、庭でもいだ果
物を食し、サークル活動で一緒の仲間と語らう。
まわりのゴルフ場は近くて安い。都会ではでき
ない、のんびりと年寄りの年金生活だ。
　これからも田舎の良さを満喫し、健康で長生
きを心がけ、周りの人に助けられたり助けたり、
生きていきたいと思う。

　中央市に住んで25年。3人の子どもたちも成
長し社会へ送り出す事ができました。近ごろで
はほっとしたような、気が抜けてしまったような、
無気力感を感じながらの日々でした。
　そんな時、縁あって障がい者支援の仕事の話
があり、以前からやりたい仕事だったので喜ん
で働かせていただく事になりました。未経験の
フルタイム。出勤までの忙しい家事仕事など、
生活が一変しました。
　しかし、毎日障がい者の人たちとパンやクッ
キー作りをしながら泣いたり、笑ったり、とて
も心地よく楽しい日々を過ごしています。そして、
これまでの私の人生に、優しさという綺麗な色
のページを付け加えられたら、と思っています。
　施設の人たちはとても心がきれいで仲が良く、
市の花である「れんげ草」のようです。一輪で
は頼りなく目立たないけれど、たくさん集まれ
ばやすらぎと優しさを与えてくれる。そんな職
場で働ける事に感謝しながら、明日からも頑張
りたいと思います。

上成島

伊藤　弥生

私の人生のオアシス
　　　素敵な仲間と職場
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委　員　長　　田中　輝美
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　河西　　茂　名執　義
　　　　　　小池　満男　福田　清美

　今議会は2回にわたる大雪による被災状況が把握
できない中で開催されました。
　特に今回の大雪は本市の特産品であるトマトやト
ウモロコシなどをビニールハウス栽培している農家
や、カーポートの倒壊による被害が甚大であり、被
災された市民の皆さまに心よりお見舞申し上げます。
　今回の雪害は県下全般にわたり災害慣れしていな
いせいか、初動体制の遅れが目につきました。
　議員として最も大切なことは、議会が行政のチェ
ック機能を強く意識することです。収入財源が年々
厳しさを増す中、いかに無駄をなくし、本市の将来

を担う児童生徒の教育環境を含む子育て支援や、高
齢者や障がい者世帯への負担軽減に尽くすべきであ
り、そのためにも自分自身が身辺を律し、「天知る・
地知る・自分知る」を念頭におき、市民の皆様に正確
な情報が伝わるよう編集に携わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　［小池　満男］
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